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	 本論文はこれまでほとんど注目されてこなかったディケンズと絵画との関係を論じるも

のである。ディケンズの作品の視覚性は時代を超えて賞賛され、分析が試みられてきた。

その一方で、1980年代初頭にレオニー・オーモンドがディケンズと親交のあった画家やデ

ィケンズが実際に目にした絵画作品を広く調査して以来、それを発展させてディケンズの

視覚的想像力を絵画と関係づけて論じる試みは全くといっていいほどなされていない。

2012年に生誕 200年を記念して開催された特別展示「ディケンズと画家たち」の論文集も、

ジャーナリズムの文章に焦点を当てて美術に関する意見を分析するに留まっており、作家

としてのディケンズの本領が発揮された小説のより深い理解や小説論の発展には結び付け

られていない。本研究はそうした先行研究を踏まえたうえで、ディケンズの絵画を見た経

験が彼の想像力にどのような影響を与えたか、という点を中心に作品と絵画との関係を実

証的に明らかにするものである。 

	 第 1章「ディケンズによる絵画への言及」は、ジャーナリズムの文章と小説の中での絵

画への言及をとりあげて比較し、本論文の趣旨を具体的に例示している。ディケンズは自

身が編集した週間雑誌『家庭の言葉』に「新しいランプの代わりに古いランプを」を掲載

し、その中でラファエル前派の画家ジョン・エヴァレット・ミレイ作『両親の家のキリス

ト』(1850)を批判している。醜いまでにリアリスティックなキリストや聖母マリアを描い

たミレイの作品に強い反発を抱いたことは、ディケンズの宗教観を考慮すると十分に理解

できる。それは例えば『ドンビー父子』(1848) において病気のポールが目にするキリスト

の絵や、『互いの友』(1865) において小さいジョニーが見るキリストを描いた絵画への言



及と比較すると一層はっきりとする。これらはそれぞれレンブラントの版画とベンジャミ

ン・ウエストの作品を下敷きにしていると考えられるが、これらの作品におけるキリスト

の図像はディケンズの抱いていた慈愛に満ちたキリストのイメージに一致するものだから

である。この例からも推察できるように、ディケンズは時代の新しい芸術運動というもの

をほとんど理解なかった。『家庭の言葉』などの雑誌に発表した他の絵画論においてもたい

ていが審美的な問題と道徳的な問題を混同させており、批評家も指摘するように俗物的な

趣味をも露呈している。従ってディケンズの絵画に関する評論はほとんど注目に値しない。

だが逆に、『ドンビー父子』と『互いの友』における死の病にかかった子どもたちが目にす

るキリストの絵の場面は、現代読者の目にはセンチメンタルに映るものの、その作家人生

を通して幼い子供の死を描き続け、同時代の多くの読者を感動させたディケンズの想像力

の核心と結びついている場面である。これらの場面において、ディケンズの想像力は絵画

から効果的なインスピレーションを受けていることがわかる。本論文における続く 4章は

このようにディケンズと絵画の関係が特に創作と密接に結びついている箇所を取り上げ検

討するものである。 

	 第 2章「イタリア絵画とピクチャレスク：『イタリア紀行』における『ビアトリス・セン

シ』と『新しいピクチャレスク』」は、『イタリア紀行』(1846) に表現されたディケンズの

美意識や絵画との出会いを論じている。ディケンズは本書冒頭で、自分はグランド・ツア

ーの旅行客とは異なり、ピクチャレスクな光景を求めて異国の貧困をエキゾチックで魅力

的なものと眺めるのではなく、ありのままのイタリアの日常を共感を持って観察するのだ

と主張している。本書はこうして従来のイタリア旅行記とは一線を画そうと試み、現実の

観察に重点を置いてあまり絵画への言及をしないが、グイド・レーニによる『ビアトリス・

センシ』の肖像画には字数を割いて言及している。多くのイタリア美術の中でもディケン

ズがこの絵に特に強く惹かれた背景には、この少女が近親相姦を強いられた父親を殺害し

た罪で断頭刑に処せられたという逸話の存在がある。多くの小説の中で孤立した少女を描

いたディケンズはこの逸話に想像力を刺激され、この絵の美しさと実際にローマ市内で目



にした公開処刑の醜さを対比させている。ディケンズはこのように美と醜、夢と現実のよ

うな対比を効果的に用いることで、同時代のイタリアの日常を印象的に描いている。また

ディケンズは本書において伝統的なピクチャレスク美学を批判し、その対象に対する本質

的な無関心に強い異議を唱えている。同時にただの批判にとどまらず、距離を置くと理想

的に見えるものを近づいて観察することで、現実の姿を描き出そうと試み、本書の最終章

で「新しいピクチャレスク」という概念の必要性を主張している。一貫性や主題に欠ける

と非難されてきた『イタリア紀行』は、美化することなく現実を直視しようというディケ

ンズの意識が一貫して表現されている作品だといえる。 

	 現実をありのままに描きだそうという試みは、19世紀に流行したいわゆる「リアリズム」

の試みである。ジョージ・エリオットは、自分の芸術を 17世紀ネーデルラントに誕生した

日常生活を主題としたジャンル画になぞらえ、以後多くの批評家が彼女の言葉を引きなが

らリアリズム小説とジャンル画の関係の議論を発展させてきた。しかしその一方で、同時

代には多くの読者にジャンル画を連想させていたディケンズの作品は、その後のリアリズ

ムとジャンル画の議論の中では全くと言っていいほど言及されてこなかった。第 3章「オ

ランダとイギリスのジャンル画：アドリアーン・ファン・オスターデ、サー・デイヴィッ

ド・ウィルキーと家庭のための芸術」は、このいわば長年無視されてきたディケンズとジ

ャンル画の関係を考察するものである。ディケンズは『イタリア紀行』と小説『デイヴィ

ッド・コパフィールド』(1850) の中でオランダ画家のオスターデに言及し、場面描写に視

覚的な具体性を与えている。オスターデはイギリスのジャンル画発展に大きな影響を与え、

その影響下には時代を代表する画家のデイヴィッド・ウィルキーがいる。友人であったデ

ィケンズとウィルキーは、共に家庭の中で大切にされるような芸術を生み出したいという

理想を抱いていた。そうした彼らの創作意図はジャンル画の性質とも結びついている。一

方で、ウィルキーとディケンズは時に同じ主題を取り上げながらも異なる社会的文脈の中

にその主題を表現した。ディケンズのクリスマス物語の第 2作『鐘の音』(1844)は、トマ

ス・カーライルとダグラス・ジェロルドの急進的な思想の影響を反映している。ジェロル



ドもディケンズも作品に強い社会性をこめ、ディケンズはまたカーライルのディレッタン

ト趣味に対する批判をピクチャレスク批判という形で表現している。ディケンズはイタリ

ア旅行中に執筆した手紙の中で、18世紀以来絵画のヒエラルキーの中で最高位に位置する

と考えられてきた歴史画や宗教画について、「自分の手の届かないところにある」と述べ、

帰国後発表した絵画論の中ではその手法や主題の形骸化を繰り返し批判している。ディケ

ンズはエリオットと同様に歴史画とジャンル画を対局に据え、後者に対する強い共感を表

現している。この文脈において、エリオットを始め多くの同時代の作家や芸術家が志向し

た日常を主題とするリアリズムをディケンズもやはり志向していたのだといえる。 

	 上述したウィルキーとディケンズの作品における社会性の違いは、彼らの世代の差によ

るところが大きい。ウィルキーはほぼ一世代ディケンズよりも年上で、『鐘の音』において

ディケンズが意識した社会性は、1830、40年代に盛んになったジャーナリズムや内政干渉

主義の思想の影響を受けたものである。第 3章「社会派リアリズム絵画：W. P. フリスの

『ケイト・ニクルビー』、トマス・フッドと『空腹の 40年代』」は、ヴィクトリア朝におけ

る社会派リアリズム絵画に対するディケンズの作品の影響を、特にこの年代に焦点をあて

て論じるものである。ディケンズの愛読者であった画家フリスは『バーナビー・ラッジ』

(1841) のヒロイン、ドリー・ヴァーデンの装いが「現代的な」絵画を描くためのヒントを

与えてくれたと自伝の中に記している。しかし注目すべきは、そのドリーの絵を目にして

気に入ったディケンズがフリスに『ニコラス・ニクルビー』(1838) のヒロイン、ケイト・

ニクルビーの肖像画を依頼し、その注文を受けたフリスがケイトを働くお針子として描い

たという点である。ここにフリスはドリーよりもはるかに時代性の強い作品を制作する機

会を得ている。これまでこのケイトの肖像画はほとんど知られてこなかったが、1843年に

完成したこの作品はヴィクトリア朝社会派リアリズムのごく初期の作品の一つとして注目

に値する。というのもこの種の働く女性を描いた先駆的作品として名高いリチャード・レ

ッドグレイヴの『家庭教師』(1843)や『お針子』(1844)と制作がほぼ同時期だからである。

トマス・フッドの「シャツの歌」に代表されるように 40年代にはお針子たちの実情は、自



殺未遂事件などと重なって世間の高い関心を集めるようになるが、ディケンズはそれより

も早い時期に小説やスケッチの中にお針子の問題をとりあげている。そうしたディケンズ

作品における同時代の社会問題にフリスは的確に反応したといえる。例えば『パンチ』の

中の挿絵や詩に比べるとフリスもディケンズも現実を美化して描いているが、しかし彼ら

は現実の事件を芸術作品へと昇華させ読者の同情を喚起することに成功した。『オリバー・

ツイスト』(1839) における救貧院から『荒涼館』(1853) での浮浪少年ジョーの死へと数多

くの作品の中で同時代の社会問題を描きだしたディケンズは、そうした問題が特に大きな

世間的関心を呼び始める「空腹の 40年代」において同時代の社会を描こうとする画家の想

像力を刺激した。ディケンズの文章の持つ視覚性はさらに 1870年代に大きな発展をみせる

ヴィクトリア朝社会派リアリズムの画家たちやその観衆にも大きな影響を及ぼした。 

	 ディケンズの作品が多くの画家に影響を与えたという事実は、多くの批評家がディケン

ズの小説の持つ視覚的インパクトを讃えてきたという事実と呼応する。そのようなディケ

ンズの文章のうちでも最も真に迫ったものとして評価が高いのが『デイヴィッド・コパフ

ィールド』における嵐の描写である。第 4章「海の風景：J. M. W. ターナー、ジョン・ラ

スキンと『デイヴィッド・コパフィールド』」は、ディケンズの海の描写を時代を代表する

風景画家ターナーの作品と比較し分析している。本書の第 55章における嵐の場面と第 57

章における移民船の場面において、主人公であり語り手であるデイヴィッドはスティアフ

ォースとエミリーという子ども時代から強い愛情を感じていた 2人の友人を失う。この場

面の迫力は従って語り手であり視点人物であるデイヴィッドの感情的な高まりに連動して

いる。本章は、この作品をデイヴィッドの成長物語と読み、そのデイヴィッドの成長の段

階は、母や最初の妻ドーラなどの犠牲者の死によってしるされるという従来の議論を前提

とし、クライマックスのこの 2つの海の場面も犠牲者の死を伴う場面であると論じる。小

説全体を通して用いられる海と難破のモチーフはこれまでにも重視されてきたが、この 2

つの海の場面、特に移民船の場面の文体上及び物語上の機能は、ほとんど議論されてこな

かった。本章はこの点を明らかにすると同時にディケンズの創作における想像力と絵画と



の結びつきを論じる。本書の嵐の場面についてラスキンは、ターナーの『雪嵐(Snow Storm)』

にも勝る優れた海の描写だと述べた。この場面は感傷的虚偽を用いているともいえるが、

ディケンズの文章はデイヴィッドの内面の表現であるだけでなく自然界の忠実な表現でも

あるという点においてラスキンの判断基準を満たしているのである。作品を通してスティ

アフォースが難破のイメージと結びつけられるのと同様にエミリーは輝く海に浮かぶ帆船

のイメージで描かれる。このイメージは第 57章でエミリーを乗せて去って行く移民船の予

兆となるものである。この場面の構図、及びそこにこめられた死の暗喩はディケンズがそ

の写しを所持していたターナーの『戦艦テメレール号』に非常によく似ている。移民船の

場面は、デイヴィッドがエミリーを失うという点において彼女の事実上の死を表現してい

る。デイヴィッドが子ども時代から関わりのあった人物たちの死は常に視覚的なイメージ

で表現され、この点は本作品の中心的テーマの一つである子どもの観察力とも密接にかか

わっており、これら 2つの海の場面に焦点をあてた議論はディケンズの本小説における全

体の構想をも明らかにする。また、これらの場面はディケンズの描写力の特に優れた例で

あり、特に夕焼けの海の風景はディケンズの絵画を見た経験が想像性豊かな実りをもたら

した一例ともいえる。 

	 本論文は特に第 2章から第 4章においてディケンズの文章のリアリズム的な側面に焦点

をあてた。しかし多くの批評家がこれまで指摘してきたようにディケンズの想像力は厳密

なリアリズムの範疇を超えたものである。ディケンズはその創作活動の生涯に渡って事実

と想像性の共存を心がけ、いかなる事実を伝えるにも読者の想像力を喚起するような伝え

方をしなければならないと固く信じていた。本論文で取り上げた各作品についても、この

点は同じである。『イタリア旅行』や『鐘の音』においては特に夢の要素を強くとりいれる

ことによって、『ニコラス・ニクルビー』ではピカレスクな物語展開やメロドラマ的なプロ

ットを用いることで、同時代の現実のありのままの描写と想像性を作品の中で巧みに融合

させている。ディケンズの作品において、そのような想像的リアリズムとも呼べるものが

最も見事に表現された例が本論文第 5章で取り上げた『デイヴィッド・コパフィールド』



における海の描写といえる。それらはターナーの作品と同様極めて独創的な描写であり、

またディケンズの視覚的な想像力が特に効果的に働いた例である。 

	 ディケンズはエリオットら他の作家に比べて絵画から直接着想を得るということがなく、

その絵画を見る目には俗物的な限界があることは確かである。しかしながらこうした事実

は、時代や地域を超えて文学的にも文化的にも絶大な影響力を持ち続ける作家ディケンズ

の作品とそれを生み出した想像力を論じる際に、絵画を見た経験やその影響を無視する理

由には決してならない。本論文が示したようにディケンズと絵画との関係を分析すること

は、ディケンズの想像力の本質を明らかにすることになるのである。 (5967字) 

 

	  


